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フォワードコンバータ

1 概要
このデモでは、単一トランジスタの非安定型フォワードコンバータを紹介します。

図1: フォワードコンバータ
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2 電気モデル
フォワードコンバータは、入力電圧を昇圧または降圧するDC/DCコンバータです。変圧器

は、入力側と出力側の間を絶縁し、スイッチが導通している間、エネルギーを一次側巻線

から二次側巻線に直接渡します。

フォワードコンバータの理想的な伝達関数の式は次のとおりです:

	 Vout

Vin
= D ·

N s

N p

ここで、Dはデューティー比、NpとNsはそれぞれ一次側と二次側の巻線の巻数です。

このモデルには、理想変圧器の2次側巻線と並列に磁化インダクタンスを設けています。

3番目の消磁巻線も1次側に接続し、ダイオードを通る帰路を提供し、スイッチがオフに

なった後に消磁電流が流れるようにします。スイッチの導通前に、一次巻線と消磁巻線の

巻数を同じにして変圧器を完全に消磁し、変圧器の飽和を回避するのが一般的な方法

です。

この例では、変圧器の巻線の巻数比は2:1で、デューティー比は0.4です。

3. シミュレーション
添付したモデルでシミュレーションを実行して信号を表示し、負荷が約4Vであることを

確認します。

	 Vin · D ·
N s

N p
= 20 V · 0.4 ·

1
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次に、巻線の巻数比またはデューティー比を調整して、出力電圧を増減します。
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